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研究要旨：B 型慢性肝炎に対する核酸アナログ治療により、B 型慢性肝炎から

の発癌率は低下している。しかしながら、核酸アナログ投与をしていても発癌

する症例がある。 
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A. 研究目的 

B 型慢性肝炎に対する核酸アナログ治療によ

り、肝細胞癌の発症率は低下している。しかし

ながら、核酸アナログを投与していても発癌す

る症例が見られている。今回、核酸アナログ治

療例における発癌率を調査し、発癌に関与する

因子および肝の線維化の状態と発癌との関係を

検討した。 

 

B. 研究方法 

 対象は、信州大学および関連病院にて核酸ア

ナログ治療を受けている B 型慢性肝疾患例 195

例(男性：女性 141：54 例、年齢中央値 55 歳) で

あり、発癌前核酸アナログ導入例(A 群) が 156

例、肝細胞癌治療後に核酸アナログを導入した

例(B 群) が 39 例であった。それぞれの群におけ

る発癌例についてその背景因子を検討した。 

 

C. 研究結果 

 A 群：発癌前治療例の観察期間中央値は 9 年

であり、発癌は 16 例(10%)に認められた。発癌

の時期の中央値は 4 年であり、最長が治療開始

13 年目であった。 

B 群：肝細胞癌治療後に核酸アナログ治療を

開始した群の治療期間の中央値は 6 年であり、

発癌を 29 例(74%)で認めた。発癌は 7 年以内の

早期に起こっていた。 

発癌の背景因子の解析では、肝硬変(OR 

5.4,95%C.I. 3.3 - 8.7, p<0.001)、男性(OR 2.6, 

95%CI 1.5 - 4.5, P<0.001)、BCP 変異(OR 5.0, 

95%C.I. 2.1 - 11.8, p<0.001)、治療開始時

AFP>6.0ng/ml (OR 2.1, 95%C.I. 1.3 - 3.6, 

p=0005)、治療開始時血小板>14 万μl (OR 8.5, 

95%C.I.2.4 - 30.7, p=0.001), 開始時年齢 (OR 

1.1, 95%C.I. 1.0 - 1.1, p<0.001)が抽出された。 

 

D. 結論 

 核酸アナログ投与例からの発癌は年率 1％で

あり、これは核酸アナログ耐性発生頻度よりも

高率であった。また、肝細胞癌の発症には、核

酸アナログ開始時の肝硬変の存在が強く関連し

ていた。 
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